
温室効果ガス排出による企業財務への影響分析のための    

XBRLタクソノミ 

佐藤 史子 

日本アイ・ビー・エム（株） 東京基礎研究所 

 

はじめに 

 温室効果ガス(GHG)排出による地球温暖化は，

世界規模で大きな問題となっている．現状では

主な先進国に排出量削減目標が定められている

ため，世界的に企業には GHG 排出量の削減が義

務化されつつある．企業は，実際の削減活動に

加え，排出上限を超えた場合に排出量取引で目

標を達成するための排出枠購入や，排出量に応

じた環境税の導入などに対応する必要が出てき

ており，その結果 GHG 排出量が企業の財務状況

に大きく影響を与えてきている．企業の評価指

標としても，今までの財務状況に基づいた評価

に加え排出量に応じた業績を考慮した評価指標

が議論されている[1][2]． 

 排出量を考慮した企業評価のためには，企業

からの正確な排出量報告とその公開が不可欠で

ある．世界的にも国内においても様々な排出量

報告の仕組みが導入されつつあるが，多くは紙

もしくは Word, Excel, PDF などによる電子化さ

れた文書により報告されている．しかし今後，

財務報告と排出量報告をあわせた分析がより重

要になる可能性を考慮すると，報告されたデー

タを効率的に再利用し，より詳細かつ様々な視

点からの分析および分析精度やスピードを上げ

る仕組みが重要になると考えられる．本研究で

は ， 財 務 報 告 で 広 く 用 い ら れ て い る

XBRL(eXtensible Business Reporting 

Language)[3]の排出量報告への適用を提案し，

そのための XBRL タクソノミを検討する． 

 

GHG排出量報告への XBRLの適用 

 XBRL はビジネスレポートを容易に作成・流

通・再利用するために標準化された XML ベース

の記述方式である．XBRL は，XBRL タクソノミ

と XBRL インスタンスの 2 種類の XML 文書セッ

トによりひとつのレポートを表現する．XBRL タ

クソノミはレポートに現れる項目の名称や相互

関係を定義するもので，レポートの種類ごとに

定義される．そのため，XBRL 形式での排出量報

告のためには，排出量報告用 XBRL タクソノミが

必要となる． 

本研究では，温暖化効果ガスプロトコル(GHG 

Protocol Corporate Standard)[4] に基づく排

出量報告用 XBRL タクソノミを定義した．現状で

は，排出量報告の形式は制度によって異なるが，

GHG Protocol Corporate Standard はガイドライ

ンとして様々な制度で適用もしくは拡張して利

用されている．そこでこのガイドラインに基づ

いてベースの XBRL タクソノミを定義しておけば，

XBRL の非常に高い柔軟性・拡張性を生かして，

制度や企業の報告内容に応じて拡張した XBRL タ

クソノミを定義・適用することができる．  

 

GHG排出量報告用 XBRLタクソノミ 

 XBRL タクソノミは，XML Schema によるタク

ソノミスキーマと XLink で定義される 5 種類の

リ ン ク ベ ー ス か ら な る ． こ こ で は ， GHG 

Protocol に基づいて定義した XBRL タクソノミの

構造の一部を示す． 

 GHG Protocol で分類されている，排出量の 3

種類のスコープのうちスコープ 1 と 2 は必須要

素となっている．全排出量（TotalEmissions）

は，6 種類の GHG ごとの排出量から構成される．

一方でスコープ 1 とスコープ 2 の排出量に分割

することもできる．さらに 6 種類の GHG 排出量

もスコープごとに定義できる． 

図 1は，計算リンクベースによる要素の値の

加算式を示している．ここでは TotalEmissions

要素の値は，6 種類の GHG 排出量の合計となり，

Scope1TotalEmissions, Scope2TotalEmissions

の値もスコープごとの 6 種類の排出量合計とな

る．さらにある 1 種類（例えば CO2）の GHG 排出

量は 2つのスコープの排出量合計となる． 

排出量報告では，排出量削減率算定の基準と

なる基準年（BaseYear）の情報が重要となる．

BaseYearTotalEmissions は削減率の基準となる

基準年の排出量を表し，6 種類の排出量内訳が定

義されている．また，排出主体の統合や分割な

どにより，基準年の排出量を再計算する必要が

XBRL Taxonomy of Greenhouse Gas Emissions for 
Analyzing Impacts on Corporate Financial Positions 
Fumiko Satoh, IBM Research - Tokyo 

 

Copyright     2011 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.1-541

1C-2

情報処理学会第73回全国大会



生 じ る 場 合 が あ る ． そ こ で ， 

BaseYearEmissionRecalculationTriggerEvents

は 再 計 算 の 原 因 と な っ た 理 由 を ， 

BaseYearEmissionsRecalculationPolicy はその

再計算方法をテキストで記述するための要素と

して定義した． 

上記のタクソノミによる排出量報告の XBRL イ

ンスタンス文書の一部を図 2に示す．報告され

た排出量データを再利用し分析につなげるため

には，排出主体ごとの排出量を把握するだけで

はなく，様々な切り口での分析が重要となる．

例えば，排出主体である企業が複数の国にまた

がって事業を行っている場合には，国ごとに複

数企業の排出量を合計するといった分析も必要

になると考えられる．XBRL インスタンス文書の

context 要素では，報告書データの内容を定義し，

特に segment 要素ではデータの次元を指定でき

る． 

一つの XBRL インスタンスには複数の context

を含むことが可能であり，様々な次元のデータ

を一つの報告書に記述できる．そこから，デー

タの表示時や分析時に必要な次元のデータのみ

を抽出して利用することが可能になり，ユーザ

ーの種類や用途に応じて適切な形式でデータの

再利用が可能になる．この多次元データを記述

する XBRL の仕組みが，を排出量報告に適用する

メリットの一つであると考える． 

 

おわりに 

財務情報で適用が広まりつつある XBRL を非財

務情報へ適用する試みは，他でも議論が始まり

つつある．排出量報告は特に財務情報と組み合

わせた分析結果が重要視されつつあり，両者を

XBRL で提供することは様々な新しい分析や評価

を推進することにつながると考える． 

XBRL は柔軟性・拡張性の高さという技術的特

長があるが，それ故非常に複雑かつ難解な仕様

になっている．そのため，中小企業を含め全排

出主体に XBRL の作成能力やそのための専用シス

テムを要求するのは現実的ではない．そこで，

XBRL インスタンスを作成・報告する機能をクラ

ウド上のサービスとして提供することができれ

ば，報告書主体となる企業の負担を軽減するこ

とができ，様々な分野における XBRL 適用を促す

ことが可能になる．XBRL は利用するタクソノミ

を差し替えることで様々な内容の報告書に対応

することができるため，タクソノミを自由に選

択できるサービスであれば，報告書の種類に依

存することなく広く利用してもらうことができ

る．今後はこのようなクラウドベースのサービ

スについても検討していきたい． 
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図図図図    2222．．．．XBRLXBRLXBRLXBRL インスタンスインスタンスインスタンスインスタンス文書文書文書文書    

<xbrli:xbrl ...> .... 

<xbrli:context id="id1"> 

<xbrli:entity> 

<xbrli:identifier scheme="http://www.ietf.org/URI"> 

www.ibm.com</xbrli:identifier> 

<xbrli:segment> 

    <xbrldt:explicitMember dimension="ghg:Country"> 

ghg:JPN</xbrldt:explicitMember> 

</xbrli:segment> 

</xbrli:entity> 

<xbrli:period> 

<xbrli:startDate>2009-01-01</xbrli:startDate> 

<xbrli:endDate>2009-12-31</xbrli:endDate> 

</xbrli:period> 

</xbrli:context> 

.... 

<xbrli:unit id="uid1"> 

<xbrli:measure>ghg:ton</xbrli:measure> 

</xbrli:unit> 

... 

<ghg:TotalEmissions contextRef="id1"  

unitRef="uid1">150</ghg:TotalEmissions> 

<ghg:CO2Emission contextRef="id1"  

unitRef="uid1">60</ghg:CO2Emission> 

....... 

<ghg:BaseYear contextRef="id1"  

unitRef="uid1">2005</ghg:BaseYear> 

<ghg:BaseYearTotalEmissions contextRef="id1"  

unitRef="uid1">300</ghg:BaseYearTotalEmissions> 

 

図図図図    1111．．．．計算計算計算計算リンクベースのリンクベースのリンクベースのリンクベースの構造構造構造構造    
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